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英語の語順を 感覚でつかむ 指導法の工夫 

一山本語の言 き Jl 頁 との比較を通して 一 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

ミシガン大学のフリーズという 人は，言語学習の 段階を姉つに 分類した。 それは，「第一段階 

は ，その言語特有の 音声組織になじませる。 第二段階は，英語なら 英語独特のストラクチャ 一に 

なじませる。 第三段階は・ 語彙を増やしていく。 」としている。 そのことを逆にみると・ 語彙を 

増やすためには・まず 語を音声組織で 捉え，さらにそれらを 文 ( ストラクチャ 一 ) として捉える 

（ 

（ 

能力が求められることになる。 本研究は・その 中間的段階と 言えるストラクチャ 一になじませる。 

ということをテーマとしています。 その理由のひとつに ，私たち日本人にとって ，語族がまった 

く速う 英語学習においてそのことが ，大きな壁と 思われるからであ る。 

また・文部門の 中学校覚国語十目 導 資料の英語の 新しい授業観，の 中には「言語活動の 指導を通 

して コ ; ュ ニケーシ， ン 能力を育成する 指導を一層重視すること・また ，基礎的・基本的事項の 

指弾を亜祝し ，指導万法を 工夫し新しい 学力観に立った 指導を創造し ，指導と評価の 一体化を 

図ることが大切であ る。 」と述べられ ，また， コ，ュ ニケーション 能力の育成の (6) で「英語には 

独特の発 恕 や浜現の方法があ る。 通常・主語が 文頭に置かれ ，続いて動詞というように 主語・ 述 

詔が 明確で．語順が - 大切な言語であ る。 英語は．動詞が 文末に来て文意を 決定する日本語との 差 

逮が 大きいことに 留意することが 大切であ る。 」としさらに コ ; ュ ニケーションへの 積極性の 
  

育成 の @6) で二言葉の学習を 通して・言葉の 仕組みや機能などに 気付かせることにより．言葉の 字 

習への興味や 関心を高め，積極的に 取り組む態度を 育成することが 大切であ る。 」としている。 

本 テーマは，上記のような 観点に基づき・ 英語の学習指導において ，構造的に把握していく 目 

を養 う ことを出発点、 とし，指導要領の 外国語の目標に 近づく一助となることを 目指すものであ る。 

具体的な考察の 方法として・ 英語の構成を 語順として捉え・さらに 語順を順番とし ，数字で構造 

を 捉えていくことにする。 そのことは，日本語との 語順の比較を 容易にすると 思われるからであ 

る。 またさらに「数学は・ 一種の言葉であ る 口 といわれ「数学は ， 全ての科学の 王であ り同時 

に 家来であ る。 」とも言われている。 そこで指導法の 工夫として，数学の 簡単な記号やグラフな 

どの利用も試みていくことにする。 

11  研究の目標 

本研究は，英語学習指導において ，語順に目を 向け，英語の 構造を数字で 表記することを 試みる。 

またその表記が、 日本語との中間的存在 (   橋渡し ) となるよ う に，その表記法を 工夫しその指導法 

がもたらす学習効果について 調べようとするものであ る。 

m  研究の仮説 

英語と日本語の 語順がまったく 逆の順であ ることが多いことや ，英語の疑問文や 否定文があ る 

定 仕置での移動や 付加によることなどに ，気付くことにより ，英語への興味・ 関心が高まりさら 

に 英語への自信がっ き ，自主的・創造的な 学習への取り 組みが出来るようになるであ ろう。 
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lV  研究内容 
@ 卜宇技 での学習範囲を 基礎として   項目別に順を 追って考察していくことにする。 

1  基本 5 文型について 

英語の文は・ ヨ，言ぎ (Subject),  動詞 (Verb),  目口 號吾 (O  bject),  補助 (Complemen い， 0  4 

つの主要素と 修師 i き (Modifier) によって成り 立っている。 基本 5 文型とは，動詞の   性質・つま 

り助詞の後にⅡ   く 目的語や補語の 現れ方 ，の パターンによって 基本的に 5 つに分類したものであ 

る 。 それらをまとめると ， 表一 ①のようになる。 

泰一① 

  目的語の有無   補語の有無 l 一 --n " ユ五 遊 川 頁   文型 名   
  

自動詞 完全自動詞 s+v 

( 口ロ り ; き無 」・ ) 不完全自動詞 s+v+c 
聖
製
 

又
又
 

1
2
 
第
第
 完全他動詞 s+v+o 

他 助詞 
第 3 文型 

( 目的語有り ) 
( 授与動詞 ) s+v+o-o 第 4 文型 

不完全他動詞 s+v+o+c 第 5 文型 

  

次に第 1 文型かり頂を 追って 本 テーマの「日本語との 語順の違い」に 注目しながら 考察していく。 

@1 Ⅰ 第 1 文型 (S+V) 

① Birds sin ゑ   島は ， 歌 う 。 

この 策 Ⅰ文型では， 柚 訳も同じく   主語中動詞の 百 き J@ ほであ る。 では他に違 い はないだろうか。 

( もちろん卑語の 違 いは 別とする刀下記のように 比べてみた。 

B  l 「・ dS  Sing  .  一一一 Birds の (s) 一一一日本語に 現れない数の 表現 ( 複数形 ) 

一リ   島は ， 歌 う 0  一一一   島は，の 「は」一一一英語に 現れない主語の 表現 法 ( 格助詞 ) 

  

S  め   ( 記号を簡略して ，次からは別の 記号にした。 ) 
㈲ 第 2 文型 (S+V+C) 

  @2)  Em 、 ily  is  an  A  merjcan  girl.  一一一 (an) 一一一日本語に 現れない表現 ( 不定冠詞 ) 

ェミリーは．アメリカ 人の少女です 0 一一一「は」一一一上に 同じ 

この第 2 文型で，和文との 語順をみると ，①同様に主語のスタートは 同じであ るが。 

動詞と補語とは 逆の順であ る。 また an American gjrl の語順をみると ， 1 語の形容 

詞 十名詞であ り日本語と同じであ る。 また (an) については，上記したように 日本語 

にない不定冠詞であ る。 それは，英語での 名詞の表現は・ 数 や既矢口か否かといった 厳密 

なとらえ方でなされることを 示している。 私たち日本人には ，注意を要することのひと 

つであ る， 

， ③ I ィ e  № Uks  very  happy.  一一一 l0o Ⅱ s の (s) 一一一日本語にはない (3 車 現の s) 

彼は， とても幸せそうだ。 一一一 め cf;  (He  は主格であ る 0) 

この③も②同様の 語順であ る。 また veryhappy の語順も日本語と 同じであ るが， very は 副 

詞 であ るが・形容詞と 副詞だけを修飾する 特別な語であ る。 副詞については 後で考察したい 口 

また， He は代名詞でその 形が「彼は」という 日本語に対応する。 英語の代名詞は ，格変化 

があ り覚えないといけない 大事なことのひとっであ る。 さらに英文にお し 、 て 代名詞は ， ネロ 文 
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よりほるかに 峨緊に 現れる。 それは・先に 示した名詞の 表現の厳密ざと @ 日様に考えられる。 

次に 1ooks の (s) は， 工 語が三人称の 単数形で・現在形の 動詞に付くものであ り． そ 

のことは，英語では 工語が動詞の 形に影響をお よ ぼすことを示している。 (cf; 三革 現の 

S は， B(@ 助詞の is の s との関係も音としても 興味深く思える カ 

        と三・ :  お付 C  ls  v,e Ⅰ y  e Ⅱ 屯 e     

グ " 

（ 

彼女は， とてもかわいい。 一一一 ゆ 

この④ む ③ C 同様の語順であ る。 ただ Be 動詞 十 形容詞において・ Be 動詞は日本語には 現 
れない。 ( 訳さないほうが・ 自然に問こえる。 ) また Be 動詞が時制を 表すことも気を 付けたい。 

@3) 第 3 文型 (5 干 V+0) 

。 巨 ・ :  I  Play  L 引 l@l ね ・一一一 Ⅵ 店 

  私 は， テニスをします。 一一一 「を : 一一一目的語を 表す。 ( 格助詞 ) 

第 3 文型の語順も 先の第 2 文型と同様に ，主語のスタートその 後は，動詞と 目的語が 

日本語と逆であ る。 また目的語を 表す「～を」の 表現は・主語の「～は」がそうであ っ 

た よ う に代名詞以外の 名詞では，格変化はなく・ 動詞との位置関係によって 決定する・ 

というとても 重要な英文のきまりを 示している。 次に第 2 文型の補語とこの 第 3 文型の 

日 Ⅲ語の見分け 方としてよく   S 二 C に対して S ヂ 0 という方法があ る。 

(4) 第 4 文型 (S+V+0+0) 

Ⅱ 巳 ;  I  sho Ⅵ   e 己 Tom 皿曲 c  mie Ⅰ bulr.es. 一一一 pictul.es の (s) 一一一日本語に 現れない G 則拠干フ ) 

  仏は ・ トムにその 写 典を見せた。 一一一 「に」と「を」一一一両方とも 目口偏 吾て 格助詞 ) 

第 4" 文型の孟 き @ は，主語のスタートその 後は・ " 助詞と目的語が 日本語と逆で ，基本的には   

弟 3 文型と同じであ るが・それは 目口 師 苔を 2 つ取っている。 そこでその 2 つの目的語の 言き @ 

をみると・ l- その写真をトムに」としても 意味は分かるが ，上の訳が - づ生日 勺 のようだ。 また間 

接目的語に (to;fo げを伴って直接目的語の 後に置く表現 (l showed the pictures to 

T ㎝ nl.) もあ るので・第 4 文型は，第 3 文型の ヰ 調味なものであ るともいえる。 その文型に使 

われる助詞は ，授与動詞と 呼ばれるものであ り， (GIVE) がその代表といえる。 

㈲ 第 5 文型、 (S+V+O+C) 

                      Sh]e  m]]a 目 e  @lim Ⅰ @]aP@]V.  一一一 ムザ 

伎女は ， 彼を幸せにした。 一一一 店ザ 

第 4 文型では，二つの 目的語の和訳語順はどれが 先でも意味の 理解はできたが．この 

第 5 文型をみると「幸せに 彼をした。 」では，和訳にならないようだ。 そのことは． 第 

ぁ 文型の補語が 目的語の補語であ り。 (Ho is happy.) の関係であ り第 2 文型でみたよ 

うに主語は日本語でも 禍 言きの前に来る ，ということと 関連させて理解したい。 

次に・中学の 教科 層 S Ⅱ n Shine に出ている主な 動詞を集合の 記号を借りて 挙げておきたい。 

VI 二 二二 ( 窩 ⅠⅠ・ waIk. run. sit. st は nd, sin ミす ・ come  - - -} 

V2 二 二二Ⅰ BE;  Iook. becomne. Lurnl. sound. taste  - -  - Ⅰ 

      4 々 Ⅰ GrVE: 曲 ow. tell, ask, teach, m)ake  -       

V5 々Ⅰ ニ {cgl], Ⅱ ゑ Ⅰ ne 、 m ユ zake  -       

一 3  一 
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2  特殊構文について 

而 土の基本 5 文型のほかにも ，挨拶 文 (Good morning; l Ⅱ           坤鯖猿奴 (0";" 。 "         
等 ・決まりきった 表現や省 m 告文があ る 0 それらは，基本・ ， ) 文型の中に分類できない 表現であ るが， 

日本語にも同じような 表現はあ るので・特に 問題にならないと 考えられる。 ただ (Goodmnorning ニ 

おはよう ) という理解の 仕 力   では．文化の 違いを無視することになりそれではこまるが ， ここでい 

うのは．語順という   悦点からであ るじ次に，ちゃんとした 文の形 ( 主語と動詞があ る 文 ) をしてい 

るが ・ "5J@ln の倒置などがあ る特別な文を 例を挙げて考察していく。 

イグ 

@l) T 「 l, 。 托 ㏄ e) -. の構文 

1 ・ Thcic@ is@ a@ book@ on@ the@ desk 一一一文頭の The ㎎一一一 日本語に現れない。 

その仇の上に、 ( 一冊の ) 本 かあ る。 一一一 スザ 

上の文は． t れ el.0 構文と呼はれていて ， (Thoro 十 V+S+PIace, ) の古き @ になる文型であ 

る 。 訳 としては・「 ( 一冊の ) 本か 。 その WWt@ の上にあ る 口 としても良い。 この文の要素や 恵 味 

がら - Ⅷ 析 すると 第 Ⅰ文型となるか ，文の形式からみると There か 主語の位置にあ り・ S か補 

由の仕置にあ るともみれる。 つまり彫ヱ L 卜は，第 2 文型の仲間になる ，この構文は・ S か ・ 

折 @ 音 ほてあ り， H 欺口 なものの存在を 表している。 つまり Thcre ls mny boo,k o Ⅱ tho desk   

と 言う文は，通例ではなく ， NTy book 尽 oIl thede 蘇 ・という 表暁 さする。 また同様に 

  

A №。 ， @ 。 庶 on l.hU desk. という文も通例でない ，そのことは ，英語における 名詞表現の厳 

Ⅲさと 関捺 していると， 患 われる。 また，この 曲 ere 構文を「存在 文 」とい い ・市名詞を主語に 

する「所在 文 」との区別があ る。 

Ⅲ Ⅱ   十 ( № ド ～Ⅰ 千 ㎏ - - - . の構文 

      已 1i. ls 田 Ⅲ cult.for me Lo I.ead thebook. 一一一文頭の It 一一一形式主語 

その本を読むことは。 私にとって難しい。 一 一一読むことは．の「は」 

止め， ①の文もそうであ るが，この②の 文も英文の後ろから 訳すると・立派な 日本語になる。 

さらに，①の 又 と上団交しながらみていくと・① 力汀 ; 定 名詞の存在を 表すとき，それを 主語の 

位置におくことをさけるための 文 ，であ ったのに対して②の 文は，主語が 不定詞 旬で   良いた 

めに， lt を主語の位置に 仮におき，不定詞句を 文末に移動した 文であ る。 そこで ォ ロ訳すると 

き 不定詞 旬 に工語を表す「は」を 必要とする。 また It も There 同様に日本語に 現れない。 

③ lt の時間 ; 天候 ;E 囲佳 ・等を表す用法 

て塞 ， h  iS  foU 「 th 廿げ 1loW   ④ It  ゲ aiI]ed  yest0rday    一一一両立とも 主語の Ito 

今 ， 4 時 30 分です。 昨日は ， 雨が降った。 一一一昨日は ，の 「は」 

-l の③④に使われている It の m 法は，日本語にはない。 そこ て ④の訳文にあ るように日 

本語では， VesLerday を主語のように 表現している。 ③は第 2 文型であ り・④は 第 Ⅰ文型で 

あ る。 語順でみると．上の①。 ②と同様であ る。 ここでは，特に 英語の主語表現と 日本語の 

ぞれとの - 違いがみえる。 また，「雨が 降った」のように rainod があ たかも文の意味を 表す 訳 

となり日本語の 主語表現の暖 昧 さがうかがえる。 

@J. 姑吾に 現れない英語表現，また 逆に英語に現れない 日本語表現もまだ 多くあ ると思われるが ， 

そこでひとまずこの 2 の考察を終える。 

ん ・ y 
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（ 

（ 

今 まて．文の主要素であ る。 S.V.O,C を中心にみてきた。 次に動詞を助け・ 時制・ 法 ・態などを 

示したり，助詞にいろいろな   意味を伺   け 足す助動詞。 また主に動詞や 文全体を修飾する 副詞。 また 

名詞苅を修飾する 形 Wf 詞 。 さらに本来・ 助詞であ ったの 力沸ぅ をかえて名詞 ; 形容詞 ; 副詞などの 働 

きを飛力 a る ，半睡 姑司 と @ はれる・不定詞・ 分詞，動名詞について ，順を追ってみていきたい。 

3  助動詞について 

先に示したよ う に，助動詞の 働きはとても 大きい。 ここでは，その 位置やそれに っ ずく動詞の形 

などに目を向けながら 例文をとおして 考察して い く。 

Ⅲ - ト 原形助詞の形を 取る仲間。 一一一 (Helpingverb の頭文字で H とする カ 

①Ⅱ " ハト elp  you     
んザ 

私は．あ なたを手伝うことかできます。 一一一 ゅ ( 手伝える。 でもいいので ) 

上の文の言 ぎ @ をみると，主語のスタートで 残りは，全部逆に ( 佼 ろから ) 訳すれは，ちゃ 

んとした和訳になる。 特にここでは・ 前述との重複をさけるため ， can) help に注目したい。 

） 2 むⅠⅠ e Ⅱ   lll c0n Ⅰ 0 soon     
Ⅵ ム 

Ⅰ皮は・まもなく 来るでしょう 0 一一一 活 Ⅵ 

この 文 ても， Wlll COInR が「来るでしょう」という 語順に対応、 していることに・ 注目した 

い ( 田 。 Ⅱについては ，後で考察したい 力さらに・この 文では・ 三 ・ 単 ・現の S 力士現れない 

ことも気をつけたい。 つまり助動詞 (H) 十 動詞の原形であ り   また助動詞にもその S は 

付かない。 また・この仲間の 助 動請 il (H) は ， 一つの文に一 つ しか使えない。 そこで can 

に対して be ablo to. また， W Ⅲに be 簿 oinfg to. などの表現があ り，後でまとめたい。 

、 3)@ She@ doesn ， t@ like@ watching@ TV   一一Ⅱ oes 一一一日本語に 現れない， 

伎女は，テレピをみることを 好まない。 一一一 テレビを，みることを 一一一二つの「を」 

語順をみると ，①。 ②同様に主語のスタートで 残りは・全部逆の 和訳でよい。 でもそこで問 

題なのが・ do (doos) であ る，それは，否定の 意味を表す not が直接には・ 動詞につかない 

という英語の 表現法を示している。 つまり英語では ，否定文 ( 疑問文もそうだか ) にするた 

めには，助動詞の 働きを Z 要 とすることをしめしている。 Cbe 動詞の本動詞用法は ，例外 ) 

さらに do (does) は・ can. wiII. mnust, may などと違い。 日本語に現れず ，また 三 ・ 単 ・ 

現の eS を取ることも 正也の 助動 百司 く H) と 異なることが 示されている。 

(2) 十分詞の形を 取る仲間。 一一一 (helpjngveI.b の頭文字で h とする カ   @ ， She@is@liked@by@everyone     
爪ザ 

- 仏は，英語を 勉強しています。 彼女は，みんなに 好かれている 0 一一一 砂 

止め ④・④・の二つとも①・②・③と 同様に主語のスタートで ， 残りは，全部逆の 木口訳でよ 

い・ H との違いは，というと 動詞が分詞の 形であ ることであ る。 いいかえると ， be 十 現在 分 

詞で 近億じを表現し be 十 過去分詞で受動態を 表現していることを 示している。 

<@)@ He@ has@ lived@ in@ Japan@ for@ five@ years   

伎は ， 5 年間日本に住んでいる。 

止め   ⑤の語順も・ 主語スタートで・ 残りは，全部逆の 和訳でよい。 この文は． ト aVe (has) 

""-D-- 
7% 
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十 過去分詞で完了形を 表現していることを 示す。 また in Japan for f 沖 e yeaI.s の 青 き Jl ほほ つ 

いては，副詞のところで 考察したひ。 

次に助動詞を 集合の記号を 使って下記のようにまとめてみた。 

1I 二 tca Ⅱ・ W Ⅲ， 田 ay. Ⅲ uSt. do  (doeS)  ).  H  . 二 (be  able  to, bo  going  to. have  to  ) 

(II) -  て Could. ⅠⅤ ould. 田 二 %h 七 、 ゆ 。 dld  } 

h 二三 :ls: 巳 nl: 日 re. have: has, do  (do0s)  Ⅰ 壬 Ⅰ 十 J 宗ミ肝う do  h 十分詞 

(h)@ wore ， had ・ did@}   主語の影響有り 

4  副詞について 

副 ・同は・よと 語で ab Ⅴ erb といい・それは ， v ㏄ b C 動詞 ) に add ( 付け足す ) という意味から 成り立っ 

ている， 而 ] 生したように・それは ，動詞の修飾を 主とするが， 文 全休や形容詞さらに 同じ副詞も修 

帥 する，共立における 副詞の位置は・ 主要素の S Ⅳ・ O.C のようにいつも 決まった位置にはならない 

が ． - 般的に定位置かあ るといえる。 そこでも日本語の 語順と比べながら ，この点に目を 向けなが 

ら．考察していく ， 

(1@  町所 -  (Plnce  ;W  hore)  を表す副詞 一 ""  と時 (Tlmc  "  :When)  を表す副詞の 一ニ 位置。 」 

¥ ， 11@ I@ W0nt@ to@ school@ yesterday   

- 仏は，昨日学校へ 行った。 

上の文は・第 l 文型であ る。 その文における ElJ 百司の仕置は ，文末であ り和訳も主語スタート 残 

り   迎の順でよい。 さらに気を付けたいのは ， tose れ ool yesterday であ り。 場所が先で時は   その 

伎に来ることであ る - また和訳でも「私は ，学校へ昨日行った 0 」では・どうもぎこちない ， 

  希 IIe  s Ⅱ dies  Engllsh  at  the  libI.aI.y  everyday   

彼は，短日図書館で 英語を勉強します。 

この文は。 第 3 文型であ る。 ①の 又 との上㎏交をすると・ 高嘱司が直 ぐ動詞の後に 位置したの 

に対し②の文では ，目的語があ り・その 日 曲師吾の後に 副詞が位置している。 さらに見方を 

変えると②も①と 同じように， 副信司は ，文末に来ると い える。 

(2) 鞠 態や方法 ( Ⅱ ow) を表す副詞と 目的や理由 (why) を表す副詞。 

  ③ I got up early to take a walk. 

私は、 散歩をするために 早く起きた。 

この文では。 early が to take awalk より先に位置している。 この文でも，「早く 散歩す 

るために起きた」では ，ぎこちなく①② 亡 同じように・ 主語のスタート 残り逆の順となる。 

さらにこの 4  つは ， (wherc),  (how  ),  (why  ).  (when)  の順序で並ぶことが ， 多 いようだが， 

動詞の意味的な 性質により・ 一様でない。 

(3i 頻度を表す特別な 副詞。 (specjal time ということで t の記号で表す。 ) 

@)@ She@ usua Ⅰ   y@ plays@ tennis@ after@ school   

彼女は・普通放課後テニスをします。 

- ヒ の文の語順 を ・今までみてきたとおりに 訳すると，「彼女は ，放課後テニスをします 晋 

通 。 」となり・どうも 千席 沢 になりにくい。 それは・英文中で ，副詞の usally が。 一冊 魑廿詞 の 前 
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る @ ( ここで前置詞句と 準 動詞 句 の二 つ 分けたのは・ 準 助詞 何 は・動詞十日的語 等 のように 

かなり ネ随な ぼで注意すべきと   思えるからであ る。 詳しくは，後で 考察したい。 ) 

l3.    T@at  ls  the  m は nl (whon]; Lhat Ⅰ I mT]et  at  the  ban Ⅱ Vostorda ツ     

あ の人は ， 私が昨日銀行で 会った方です。 

上の文では， I mnet at Na ト a yes ㏄ rday という 節 ( 関係代名詞に 導かれた 節 ，目的格の 

ために省略されうる 関係代名詞であ る。 ) が，その前にあ る man ( 先行 詞 ) を修飾している。 

これもまた，句と 同じように口外信吾の jll 頁 9 と逆の後置 修 角巾であ ることを示している。 

(3i 分詞の形容百司用法く 一話のとき・ 句を成すとき 0) 

  め - The  bro ㎏ n  Cup  兎 To Ⅲ・ S   ④・ The  cup W.aS nelV   

そのこわれた コ，プは ． トムのです， トムによって 割られたコソ ブ は ， 新しかった。 

上の文では，④で bI,oken という 一 語の形容詞と 同じ扱 い であ り， cup の前に置かれている 

また㎏の broken by T ㎝ ，は ・旬であ り・ 被 修飾語の cup の後に置かれ・ 後置修飾となっている。 

L 上上のように ，形容詞をみてきたが ，まとめてみると 一 語の形容詞 ( ㏄ ry も例外として 含めた 

いノ は． 被修 firf 帝 吾の前に位置し 日本語と同じ 言き @ であ る。 ところが句や 節は ， 逆に後置修飾をす 

る，ということになる。 さらに文全体で 捕らえると， 一 語の形容詞十名詞を 一固まりにとらえ 

る 。 ということにすれば・「主語のスタート 後は全部 逆 。 」と言 う のがここでもいえる。 

次の乍動詞の 考察に入る双に・「 i 吾 @ 」をみやすくする・という 主旨で。 文の要素にそれぞれ 番号 

(0 ， 1. 2. 3. 4.) を与えることにした。 また簡単な数学の 記号も借りて・ 利用していくことに 

する，先にその 表記法を下記に 示す。 

主語 二 0 ， 助詞 二     目白 笘 百二 2 : ( 間接目的語 二 2.¥,  補語 =3.  副詞修飾語 二 4   

4 二 Ⅰ場所 :(Where); P  l 擬態や方法 ;(how)  Ⅱ目的や原因 ;(why)  @  ト屯 (whon);T  ) 

また，① : 前置詞 旬二く前ノ ・ ② ; 準 動詞句 二 (1 一一一 ).  ③ ; 節二 ( 0 ， 1 一一一   

として．その 表記に従って ， 進めていく。 

  づ   

6  挙動詞について 

準 動詞とは，動名詞・ 分詞・不定詞の 三つであ る 0 それらは元来，動詞であ ったものが，その・ 性 

質を有しながら ，名詞や形容詞さらに 高 @ ぼ 司の川 浅 へと 獅ヒ したものであ る。 またそれぞれの 形や用 

法には，類似点が 多く，複雑であ り特に気を付けたい。 では動名詞から 順を追って考察していく ， 

(1) 動名詞について 

- 動名詞の形は ， ( 動詞の原形 七 ng) であ り・それは現在分詞と 同じであ る。 用法は呼び名 

が 表すよ う に・動詞を名詞化したものであ る。 ( 目 ng) の干店 尺は， 「 - こと」とすればよいが ， 

中には・ bullding や mee 血昭 のように完全に 名言 剛ヒ されたものもあ る。 次に例文を通してみて 

いくことにする。 

0  Ⅰ 3  (1  2 Ⅰ 0  h Ⅰ   2 

(1)@ My@ hobby@ is@collecting@stamps   (D ， My《ister（s…ollecting《tamps   

¥l り文①は， S 干 V 一 C の第 2 文型であ る。 まず主語 二 0 ・の れ obby には，「は」さらに stamps は ， 

c ㎝ ect ㎞ g という動名詞の 目的語 二 2, のため，「を」が 和訳では， 泌 、 要となる。 
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次に文①・は・ 第 3 文型であ り， お collecting は・ (be 動詞 十 現在分詞Ⅰの 進行形の文であ る。 

このな① ，の 文では，特に 動名詞と現在分詞の 見分けに気をつけた い 。 

⑦ 0  お eelllg  ; く Ⅰ                           fallln 3;01  簿 in                                   キ "2 。 [     
'2   、 ) ・ To@ see@ her@ @@   to@ fa@@   in@ love@ wi   h@ her   

上の文は・②が 動 名詞による主語及び ? 縮 吾の表現であ るのに対し ， ②・は不定詞の 名詞 

伯用法による 表現であ る。 二つの 又 とも 柏訳 では，全く同じであ り気を付けたい。 さらに 

目的語となるときは・ 動 掃司によって 取る形が決まったりするが・それについては・ 後でま 

とめた い 。 ， ①②の文をまとめると・ 動名詞は・形は ，現在分詞と 同じで，用法は・ 不定詞 

0 名詞的用法 ( 日本語に現れる 分においては ) と同じであ るとこの範囲の 考察では・いえる。 

@  分冊について 

分詞には・現在分詞と 過去分詞とがあ る。 特にわれわれ 日本人にとっては．現在形や 過去 膨 

まては・素直に 理解出来るが ，分詞となると・そううまくは ，いかないようだ 0 ここでは基本 

的な快い 方 だけみて い きたい。 

  0%2 0  h  Ⅰ 4 偲 1‖m《tudying・nglish - 0〕i (3) ， English（s《poken（n》heゞ ， S ， A 

1: の文は・進行形と 受け身形の文であ る。 その二つの文から 分かるように。 現在分詞は   

選行 的な意味を持ち・ 過去分詞は ， 受け身的な意味を 持つ。 刃 ' 圭介 ' 。 。 ", '"" 。 。 '""' 
十 P. ド ・で完了形の 文を づ くる用法もあ る。 

0@ h   
    せ @  Ⅰ 由     e  ha Ⅴ o  studied  E:l]g,llsh 2           th 「 0e  Veal.S   
ヒの 文は・完了形の 文であ る 。 完了形には，完了・ 経験，継続・といろいろな 意味を表すが。 

基本的に「助詞に 過去がら現在に 至る時間の幅を 与える。 」ということで 理解したい。 

また分詞の形容詞用法については ，後の複文のところで ，関連させて 考察したい。 

@  不定詞について 

小走 詞の形は・一般的に (to 十 動詞の原形 ) となるが，特別な 形として (to のない動詞の 原 

形 ) jJ5% 不定詞と呼はれるのもあ る。 その用法は・ 名詞的・形容詞的・ 副詞的と多用であ る。 

また名詞 杓 m 法は・「～こと」の 千席 尺で 問題にならないようたが・ 形容詞的用法や 副詞的用法は   

そ う Ⅲ虫にはいかないようだ。 特に高 嘱 同曲用法は・ 目的・原因 ; 理由，結果・ 判断の根拠， 条 

Ⅱと場面場面で 下血尺の工夫を 要する。 ここでは・中学で 出てくる基本的な 用法の範囲を 主にみ 

ていくことにする。 先に形容詞的用法と 冨嘱 同曲用法から 例文をとおしてみていきたい。 

オ (2)+( 1  2.)                                                                                           

l: の文は，⑤・⑤ " とも形容詞的用法であ る。 ⑤では，「～したい」または「～べき」とい 

3 千Ⅲ尺でよいようだ。 また⑤・では・「～してくれる」という 和訳がふさわしく 思える。 
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上の文は・⑥・⑥。 とも副詞的用法であ る。 ⑥は・目的を 表す用法で「～ために」という 和 

訳でよいようだ ，また⑥・は ，原因 ; 理由を表す用法で「～して」という 和訳になる。 次に名 

詞的 m 法についてみて い くことにする。 ここでは・目的語としての 用法に視点を 当てたい。 

それは前述の 動名詞との関連をみることになる。 ⑦ 0  lWant  Ⅰ Lo  2  (  p  tc@lnls1 1  ay  2  .) ⑦ 0  Ⅵ re  enJoy  1  playlng  2  (  1  tennls 2  ). 
上の文は， want 十 不定詞と emjoy 十 動名詞の形であ る。 それらの不定詞も 動名詞も和訳で 

は， 「～こと」でよいようだ。 ところが英語においては ，この様に動詞によって ， 決まった 

目口 丁 吾の形をとるのがあ る。 つまり⑦と⑦・の 目白 9 語の入れ替えは ，できない。 

冊 はせ 0 2(1 to｝laytennis 2). ⑧ He  0  Iil 1  Ⅰ es  p  l 2  aylng  (  1  ㏄ nnls 2.) 
上の文は・ Iiko 十 不定詞とⅡ ke 十 動名詞の形であ る。 そのことは， like の様に目的語の 形を 

両方取る動詞もあ ることを示している。 また⑧と⑧ ，は ，まったく同じ 木口訳になる。 

次にそれらを。 集合の記号を 使って表してみると 下図のようになる。 

A= ( 不定言司を目口 乍 苦に取る動 言 司の仲間。 ) 

A C B B 二 ( 動名 ; 司を目ほ旬 言吾に 取る動貢司の   仲間。 ) 
/ 
  C 二 A 口 B 二 ( 不定詞も動名詞も 両方取る仲間。 ) 

） 

#@ A-C=＋want ・ Wsh ， hope ， decide ， agree ・ would〕ike 。 plan ， expect ， etc・ 

ホ B-C 二 (onjoy. finjsh, stop. pract;ce, lnind, giVe  up. ( 前置詞 )) 

求 C  二 {like,  love.  bogin.  hate,  starL.  (remember,  forget,  try."-)  etc  -  -  -) 

最後に C の 川 ] 間であ るが，不定詞を 取る場合と動名言司を 取る場 恰 とでは，意味が 違ってくる 動 

詞は ついてみておきたい。 それらの例として   remember をみていきた い 。 

O  Ⅰ 

⑨ 

    

上の文の⑨の seejng は ， 「～したこと」と 過去の事柄を 表し ， ⑨ ，の tosee は ， 「～すること」 

と未来の事柄を 表す。 さらにそのことは ，目的語にどれを 取るかという 動詞の性質の 一面を 

表していると 思える。 

7  疑問文 及ぴ 否定文について 

Ⅲ yes/no 疑問文と否定文 
英語における 美簸埠又 と否定文は， Be 動詞の本動詞用法以覚は ，助動詞 (helpjngverb) の働き 

による。 まず疑問文からみていくことにする。 疑問文は，主語 二 0 ， 0 前に (H,h)(p.15 参照 ) 

を 出すか， Be 動詞の本動詞を 出すかで づ くる。 それを数直線的に 表現すると， (-H. -h, or -l) 

とその仕置を 示せる。 つまりその位置は ，日本語の疑問文を 示す「～ か 」を表す位置 とい える。 

また否定文も 同・様に (H. ト ) または・ Be 動詞の本動詞後に 十 not でつくる。 

次にいくつか 例文を挙げて ，具体的に示しておきたい。 
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① -H Can【ou‥rive‖…ar・ O I 2 

② Hle  ( Ⅰ is  1  a  teacher 3   ② 2Ue -I 上 Ⅰ s Uh ハ e ヰし 8 h 

  h ③ l ・ 2g 0I d lo Ⅰ n t 1 Ⅲ 1 E l 
cf; ここで 疑 拙文と否定文，さらに 主語の動詞や 助動詞への影響の 範囲も含めて ，図示するこ 

*  do  (does. did)  は ， H  と h の境界上にあ る。 

*  Be 動詞の本動詞は ， 1 や一 1 

*  h と l は ，主語の影響を 受ける。 

*  L は，主語との 境界線であ る。 
  
*  一 H と一 h は，疑問を表す「～ か 」の位置。 

*  H, 一 H, h, - れは ・ +not で否定を表す。 

(2@ Whl- %H] 文 (@ 津擬 朋友 ) 

Ⅵ   h- 先 選瑚 又は，先の yes/no  疑問文のつくり (-H, -hl, -1) を踏まえ，情報としてたずねたい 

ことをⅥⅢ - にしてさらに (-I-I. -h, -1) の前に出すことによりつくる。 つまりそれらは 一 i, 一 

2. 一 3, 一 4 の位置に来ると い える。 これも具体例を 挙げておく。 

④ ( 一 1) の 例 ; ⅥⅠ九と -d H.l d V, 00 1d 0 1 4a s t ・ g h t 

-2 -H 0 1 4 母 （ ( 一 2)  の 例 ;What  do  you  have  ln  your  bag  ? 
⑥       ( 一 3)  の 例     H Ⅰ り ware【ou》oday・ 

。 ⑦ ---( 一 4)  の 例 ;Wherehave【ou｜een・ y When Ⅰ -4 イ Ⅲ 田 只り u book? 

-4@ -H@ 0@ 1 4 2 ） 
;@How@do@you@go@to@school@? Why‥o【ou《tudy・nglish・ -4 -H 0 1 

ところが主語の Wh- は ・ (-H.-h, -1) などが現れない。 そのことについては ，次の複文と 

の 関連で詳しく 考察したい。 ここでは，例文を 挙げておきたい。 

2 0 ⑧ ( 一 0) の 例 ;W は In lomadethechair? 、   2  4 
What@ brought@ you@ here@? 

上の文の⑧は ，図一 A 中の ( 一 0) 上にあ る (Who) や (What) として疑問文「～ か 」 を 

表す範囲とする。 また (0) 上にあ る (Who) や (What) は，複文における 節 としての用 

法として区別する。 その例を挙げておく。 

@  l" せ ③ "   -H Do」ou〔now 0 1                                                     ⑧ "  TeIl 烏 e  烏 Ⅱ 囲 L  b,o ㌔ g.ht  y 君 u  , た，ま   
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8  複文について 

ここては． パ Ⅲ Z を複文としたか ，関係代名詞・ 関係副詞， 問ヰ携定 門立という視点で・ 捉えてい 

ノ
 
@
 

せ
 
 
 

く ．さらにこれまで 考察してきた 準動詞句や疑 @ 文さらに感嘆文との 関連も含めて・「発展及びま と 

め     : と」・ ての ．。 ぎ :@ あ いを持っ項目にしたい。 

l1) l;;l; 。 耳 ; 化に刮 

0@ I 2 一山 1  4 コ 0@ 1@ 2@ +LO@ H@ 1 ワ ） 
  Ⅰ             f h ひ ⅦⅡ け Ⅱ nch      Who  hV0S  Ⅲ TOkVo. ①，   FI0  片 as  巳 dog  Ⅵ   hlCh  C ど [11 打 0  ⅢⅡ ny  t 白 cks   

の 月     0  l]   @ ハツ 4  ]  1 ・いくし 

        ユ     T@e @-lo Ⅴ S Ⅱ     ho は rG Pl ひⅤ ln は SOCCe ド C@ Ⅴ eI 、 the Ⅰ e あ Ⅰ c m Ⅴ ClaSS 「 rlateS   

0  ． +  (1 2 4 Ⅰ t 3 

        9/"  一 " 「 he  boy,s  pl コ Ⅴ mn ぎ s じ cce ァ ov,eI. ther0  %re  my  cl れ ccn Ⅰ atfS   

2 コ l       0 千く 前 )  1 3 
3- ワ 0  Ⅱ じ目 Ⅱ @  一 Ⅵ L  11o  り @l l Ⅱ s  lo Ⅰ 1ll9  トは jr  is  八町 巳 l.y (3) 、 The“irl『ith〕ong”air（s〃Iary 
  l ので ・～迂は ， 全て工格の関係代名詞が 使われている。 ここでは特に 節や旬の表記の 

Ⅰ力に気を付けてほしい コ また， 主 格の関係代名詞は ，   雀 m 吝 されない。 

( Ⅰ 1   ワ ー」     0  Ⅰ お ) 0  1 Z  - 丁 @  (  0  1  3  ) 
;4 ・ 1@ li ， ivc@:¥@ friend@ whose@ father@is@a@doctor ・ @@He@keeps@a@dog@whose@tail@ is@ long   

-l: の文は，所有格の 関係代名詞であ り，これもまた 主格と同じように 省略されない。 

0  i 3@ +: [2XO   4 l ノ 

    5;  T Ⅱ @  @  iI Ⅱ : も 00 Ⅱ く Ⅵ・ hic Ⅱ   レ イド e れ d  yesterday. 

0 1@ 3@ +@:@     2@H@ 0@ I@ 4 ] 
5,,  Ⅱ   l Ⅱ @  Ⅰ 仕 Ⅱ じぽ血 ⅡⅠⅥ・ huIT))Tom]]  likos  veI.y  r Ⅱ ueh   

上の丈は，目的格の 関係代名詞であ る。 これは， ( Ⅰで示したように 省略 可 であ る コ 

12)  [. Ⅲ系 下曲司 

て )  l 3 丁 [44  Y  :0  1  2  4     

        6;  .l Ⅱ @ お @ お l.he  l.oS Ⅰ 黛 ur 日 nt, ⅥⅡ 0r0  I  had  dlnne ⅠⅠ れ St  nlg Ⅱ t   

0 Ⅰ 3  +  - M り口 h   2  ] 

        7.. ,r. り m  [-lT ド o Ⅵ   ls  the  dav  when  l  have  to  fl Ⅲ sh  my  report   

上の文は ，近め i 場所 (lesta Ⅱ ralnL) をまね⑦が 時 ㏄ ぴ   ) を   修飾している ，つまり先の 関 

係代名詞と同様に 形容詞節を導いている。 またその二つをまとめで・ 関係 詞 とも呼ばれる ， 

ゆ問 桜川 ::T.rLlJ,4 
， H@ 0@ 1@ 2;[4XO@ 1@ 4@ @ 

      重       0  1 ㎞ Ⅰ 0 ⅥⅥ・㍉ 2  ;C4J(0  0l.e  Ⅱ。 Ⅱ 、 ・ Ⅰ es.  ) ⑨ @Do Ⅰ ツ ㎝ nk く now  how  he  c は mle  here?:, 
0@ H@ 1@ 2;C4:@ [0@ H   4 J 一八Ⅱ Ⅰ l@ 2;:4]，O り 2 me『hv【ou『ere〕ate》oday  ， 1 3 4・ : ⑪ Ido ロ ， t  know  when  ト e  wIllcome  い e Ⅰ ne 

()  Ⅰ 2 Ⅰ :0  Ⅰ の乙 1@ 2 ， 2[@ :3@ 0@ 1@] 
E@  I l Ⅲ oW  who  m は d ピ Ⅰ he  chalr   ⑬   Tell  me  Ⅵ l 。 ) t Ⅰ e  lS   

  2  :i:2)C  O  l  つ 0@ 1@ 3:C2@CO@ h@ 1@ J 
-@m ・ 1 U  Icouldn,t H understand『hat”e《aid ， @ ・ This（s『hat！”ave『anted 
  l: の 越，は ・間接疑問文ではなく ，関係代名詞の what 二 (t Ⅱ ethingwhich) の用法で 

あ るが．形式上は ，区別されないので・ここで 挙げてみた。 
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㈲ その他 ( 感嘆文も含む。 ) 

Ⅱ Ⅰ @ 0  リブ - Idon. Ⅰ -1  Ⅰ 玉 Ⅴ 2 hel.C Ⅱ 4@  t0  ぐ 80 Ⅰ ) ℡ o4  w  2:(2) ath to ub ）Ⅳ 

  帝
 
Ⅱ
 一
 

 
 tl]inl( 0[ t Ⅰ l I  １ ⅠⅡ・Ⅰ・Ⅰ @ ： レ 五と 

3 - Ⅰ 0 ねし ㎝ 毬 - l ⅡⅠ Ⅱ ハ り is」orv 1 old ⑱・ H   禽 "oIdislle? 鮮 @ How                           
㈲ まとめとしてのグラフによる 表示の試み ( 図一 B) 

    ト v ㎜上に wh- がきて・間接疑問文や 感嘆文をつくる。 

*  y 仙 上に名詞 ( 先行 詞 ) がきて， 十 ( 関係 詞コ その内の (0 コ ， (2 コ， (3) 十 C 関係代名詞     

  Ⅱ「 十 ( 関係副詞 コ となる。 

（   

図一 B 

                                                            ノ   …… -%c: ly 

（ 
Z
 

          4 Ⅰ 撰紬 j; ヨ   
  R 二 +Yv Ⅱ -% Ⅱ ヰ Ⅱ 司                 (4 妾ぉ号這俺 Ⅱ 尹         

  

                                        Ⅱ№ 睡， - 

A=I Ⅵ -@l ㎡ l..J: 司 だけ・ プし 

  

  

十 ・・ (0) の J じもメる 0  ) 

A Ⅰ Wh- 疑問 十 ( 窃 )  ,       
      @-/t 

「 か 」「は」   

」」 舌に「「   
  

「；         
    

，， 日本語 ゆ 語順 主語の 
  
  み タート 

七丁   
  
  

  
  

  

      

づア ， 

  本語のゾーン 
  

      

          日本語訳は．土語 (0) 

のスタート． 次は絶対値が 

大から 小 へとなる， 

たたし・ 第 、 ・ 1 文型におい 

て． 2 つ 3 の順となる。 

一 Ⅰ 3  一 
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Ⅳ・ 授業実践 ( 指導法の工夫 ) 

1 基本 5 文型の指導 

央又 は，主語 (Subject). 動詞 (Verb). 目的語 (Object). 補語 (Complement) の 4 つの 

主要素と修飾語 (MOdifier) から構成されている。 基本 S 文型とは，動詞の・ 性質 ( 後に続く 

目口 0% や " 補語の " 現れ方 ) によって，英文を 5 つのバターンに 分類したものであ る。 それらは   

ま 更，な， のようにまとめて 表すことができる。 

表① 

目的紹の有無 補語の有無 語順と文型 動詞の主な例 

印 @m; 司 完全自動詞 S 千 V 第 Ⅰ文型 V  l 二 {walk,go,come,f@y,beTp         

( 目的語 Hl! なし )  不完全自動詞 s+v+c  第は 文旦 旦 V2 二 {BE  ,bocomo.1ook,turn 、 -  -  -) 

  十は -% り下「五 ]   (@ 授づ助 i 司 Ⅰ S-V 一 0+0  第 4 文型 V4 二 (GIVE  .tell,show. Ⅲは㎞． -       
( 目的語有り リ 

不完全他動詞 S+  V 一 O  +  C  . 第 5 文型 V5=  (call.name.elect,make-       

次にそれぞれの 要素の働きや 特徴及び品詞について ，日本語との 比較をしながらまとめてみ 

ると ・ 衷 ( らのように去すことができる。 

表 ② 
要素 記号   働きや日本語での 特徴 数字と指の名双 ポ " 詞 

  文の中心で又の 主であ る。 
S 0  親指 ;  名言同類   「～は ， ～が．」にあ たる。 

動作や状態に 表す。   

動 詞 V 1  人差し指 動 詞 
一般的に ゥ 段終わる。 

目 li 勺吉吾 0 
    動作の対象となる 語であ る。 

2  中 指 名詞 類       「～を ， ～に ， 」にあ たる。 

主語又は，目的語を 補足説明する。 
十両 吉モ 手 C 3  薬 指 

名詞 x は 

「～を ， ～に。 ～のように，」あ たる。 形容詞 類 

4 主要素を修飾し 内容を豊かにする。 4  目Ⅹ t 旨 ・ 一ニ               
Ⅱ 綾 な市 語   Nl 

(where.how  ,w  hy, Ⅵ， en 。 ) く形語 十名士 形句 
  形容詞 類     

次に動詞 (vI. ～ V5) の特色を比較しながらみていくことにする。 

自助詞の自とは ，主語白身だけに 関すること，を 表す。 また自動詞は。 主語自身の動作や 存 

在を表す到り 詞 (Vl) と主語自身の 状態を表す動詞 (v2) があ る。 この CV2) は，主語の状態 

を冊定説明する 語 ( 主格 中 % き ) をア要とする。 このように，自動詞は・ 2 種類に分けられ・ る 。 

一方・他動詞の 他とは，動作が 主語以外の他のものへと 伝わっていくこと ，を表す。 そして     

その 動 Ⅰの伝わる対象が 目的語であ る。 他動詞のなかには ，目的語を 1 つ 取って文が完成する。 

動詞 (V3) や目的語を 2 つ 取る動詞 (V4), それに 1 つの目的語とその 補語 ( 目的格補語 ) 

を 取ってはじめて 文が完成する 動詞 (V5) の 3 種類に分けられる。 

一 Ⅰ ヰ一 
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Z
 基本 5 文型への数字表記 

（ 

巨 

ゼ
 T
T
T
,
 

一
 
、
 

（
宙
の
 
ニ
、
 
/
/
 
）
 0
 ロ
戸
い
 

（
 

  
    
      

  

  

  
    

  

  

  
    

    

    
  

  
    

ゼ
卜
小
｜
 
小
・
 中
｜
ノ
マ
 

 
 

    
  
      

（
の
Ⅰ
の
Ⅰ
 

/
 ）
の
。
何
円
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Ⅱ
 
w
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コ
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上
 

ノ
ノ
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ヰ
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几
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
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、
、
、
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Q
 
 ①
 ①
 
、
、
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、
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⑨
 ，
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原
形
 

 
 

 
  
  
 

③
  
 

 
 
 
 

 
 

去
 

 
 

過
 

 
 

」
 

 
 

在
 

 
 
カ
 

 
 

現
 

①
 

 
 

 
 

「
 

｜
 

Ⅰ
 1
 Ⅰ
 巨
 Ⅹ
Ⅹ
 

，
 ③
 

h
 

 
 

 
 

 
 

」
 

t
¥
¥
¥
 

 
 

②
 

ま
 
ヰ
 

（
 、
爪
 
Ⅵ
 

 
 

f
 

 
 

ヨ
五
 
Ⅰ
 
口
 

，
 
①
 

王
 
㊤
 

 
 

 
  
 

0
 

Ⅰ : 動詞 

(V.) 

2  . 目的言 吾 

(0) 
3 : 補語 

(0 

2 
(4) : 副詞修飾語 

錦司 類 
「～ キ -- l 

(M) 

@ 立入 卜 ・ H は・ +not で否定文を又主語の 前に出て疑問文をつくる。 

。 ③ 月 アメリカ人の 数の数え方は・ 指を親指から 順にりへ 指 まで立てていく。 ( 手のひらから 指先 
へ ) …… ホ 小指に注意。 

一方，私たち 日本人は・指を 折って数える。 ( 指先から手のひら へ ) ここでは，英語と 

日本語の語順の 違いをみるため・ 親指の次に小指，中指，薬指・ 最後に人差し f 旨の順に折っ 

て 数えることにする。 
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3  文の要素内の 語順 ( 列車の車両 ; 席順に例えて ) 

生沼㏄ ), 目的語 (0), 及び神言 き (C) の A 型…       ( 名詞 類 ) 

(0 、 2. 3 の車両の形 ) 

冠詞 ゃ 所有形 1 語の形容百五 J *  形容詞。 句 ・ 節 
  

a. (an Ⅰ 

  

く 前置詞 句 ノ 

th Ⅰ Ge ー ( 、 ery) + 数量土性質十名詞 類一 ( 不定詞 旬 ) 

l]] Ⅴ ，   rom Ⅱ・ S 十分詞 ) づ (  節 ) 
      

fMJ 戸 岳 (C) の B 型             ( 形容詞 ) (3 の車両 ) 

特別な再 lJ,. 司   
cf; 形容詞は。 ㏄ djective) と 呼ばれ， 主 

語 (su Ⅱ ect) や目白寸言 告 ぐ。 切 ect) に 村   

Ⅴ 0l"v" 

  

けたす (add) という意味を 持っ。 

so 一 形容詞     (ject) とは・ 授 ける・ という意味を 

too 語源に持つ。 

助詞 ( Ⅴ ) . 助 助詞も含む・…‥ ( 動詞 ) U1 の車両 ) 

助 助詞 特別な副詞 ( 頻度 ) 動詞の形     
  -Dj  ゆ 

  

十 ①現在 及ぴ 過去形 

  十 ②現在及び過去分詞 

  

動詞 

@ ， 3)@ 11   T ③原形 

  
cf ; 肋 動詞の本動詞用法 中 (not)  干 (t) 十 払 Ⅴ 

/ 

づ 

cf;H は・ Holplng verb を表す。 cf; U は，特別な TilTlR を表す。 ・ ゅは， 無を表す。 

Ⅱ二三Ⅰ ぬ ． is. a ⅡⅡ． a ㏄． : h ぬ Ⅴ e, has. ぐ was, were  : h は d うテ 

11 丁丁 {can  .wi Ⅱ :mus Ⅰ :mnay  :shall:do 。 doos  (could  :would  :o  .mjghlt  :Should  :did)) 

Ⅱ・ⅠⅠⅠⅠ be  廿 b ㎏Ⅰ o  . be  gollng  to  :havo  to  T 

t@=@{always@;@usua Ⅰ   y@;@someLmes@;@ever@;@never@:@rea Ⅰ   y@;@often@;@only@:@just               

cf ; h や H は・ not をつけて否定文になったり・ 主語の前に来て 疑問文になる。 

また，英語の 否定文には，Ⅱ。 十名詞の表現もあ る。 

疑 Ⅲ文には，付加疑問もあ るが，それは 上記の否定文と 疑問文が基礎となる。 

一 Ⅰ f  一 
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修は傭 ぎは・形容詞 と 高 l 厨であ る。 形容詞については・ 先に学習した。 ここでは，副詞につい 

てまとめてみた。                   ( 副詞 ) (4 の車両Ⅰ 

目的 ; 理由 ょ 場 所 CP)     様態 ; 方法 時 ("1") 

Place@ (whore)@ ・ Manner@;@Way@ (how)@ Reason@;@Purpose@(why)@;@ Time@(when) 

小づ づ づ大               小づ づ づ大 

cf 匝 Ⅱ嗣は．㏄ dverb) と 呼ばれ，動詞 (verb) に付けた す (add) という意味をもっ。 

又 ・副詞の仕置は ，強調や長い 副詞のときには ，文頭にだしたりすることもあ る。 

特に・ One  day. Long  long tlme  ago.  などは・慣用的に 文頭にだ す 。 

0  Ⅰ 4 -P  一 T 
（ 1@ ;@ I@ came@ to@ school@ at@ eight@ this@ morning   

0  1 3+ く 前句 ノ 
2@ @@ Em Ⅰ   y@ is@ a@ very@ pretty@ girl@ with@ blue@ eyes   

一 h Ⅰ 0   2+@ (@ 1 2  4 一 p) 
3@ ;@ Do@ ¥ou@ know@ the@ gi     l@ playing@ tenn@@   over@ there? 

ⅠⅠ Ⅰ 2  二 ・ (  0  1 Ⅰ 1 2 コ 
4  . 1 卜 ope  (t れ at)  you  vvill  pass  the  eXamina Ⅱ on   

  2+CO@ 1 2  4-p  ) 
5@ ， Look@ at@ that@ very@ ta Ⅰ   boy@ who@ has@ a@ ba Ⅰ   under@ his@ arm   

0   1@ 2   2@ 4-T 
6@ 、 M¥@ father@ ・ sometimes@ gives@ me@ some@ money@ on@ pay@ days   

O H 1 2 3 

7  : 0 Ⅱ lV  ノ Ou  C れ Ⅱ ロ Ⅰは k0  hlm  happy   

cf :, (0)  十 「は ，が 」 (2)  十 「を。 に」 ( 一 H.  一 h)  十 「 か 」さらに (1)  からスタートは   

ハ 「なさい口などの 語を補 う 。 

そのことは，動詞の 前に投げ出された 名詞が・主語であ り，後ろに投げ 出された名詞 か 

目白付語となることを 意味している 0 次に主語の前に 助動詞を置くことにより 疑問文ができ ， 

また主語がなく 動詞 ( 原形 ) から始まる文は ，命令文となることを 示している。 

上の例文をみると ，副詞句の語順は ，すべて日本語と 逆であ るといえる。 ところが視点 

を変えてみてみると 実は，英語も 日本語も全く 同じ感覚でものを 捉えていることに 気付く   

それは，動詞に 意味・関連の 濃いものがその 動詞に最も近い 位置にあ り，薄くなるにつれ 

遠くに位置する。 さらに気をつけたいことに ，動詞に向かって 手 ( 前置詞．格助詞 ; 日本 

話は全て ) を 差し延べていることであ る。 唯一の違いは ，日本語は，動詞が 文末に来ると 

いうことであ る。 またそのことは ，形容詞 句 ・節の後置修飾の 表現が日本語にないことも 

大いに関連していると 考えられる。 つまりロ本語は ，すべて 句 ・節夫に密度の 高い語を置 

く ・そのわけは・ そこが動詞に 最も近いためといえる。 
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Ⅹ， 研究の成果と 今後の課題 

@  Dl.. PaI Ⅲ el, による VeI 、 b Pattel 、 ns の数字去 言 已による分析。 ( 研究の成果として ) 

O Ⅰ 2 O Ⅰ 2 

P@ 1@ ， ( ． Patterns@ 1.)@ He@ cut@ his@ fingers ， Wo@ saw@ your@ brother   

0 2 Ⅲ 0 h   2  (1  2) O   2  (1) 
P@ 2.@ He@ ¥¥ants@ Lo@ go ・ I@ have@ promised@ iu@ help@ them ， They@ decided@ not@ to@ go   

0  Ⅰ 2  3  (1  3)  0  Ⅰ 2 3  (1  2) 
P 3                      mne  to  ト e  eaI.Iy    I  asked            not  to  do  lt. 

O   2  3  (1 3 ) 0@ 1@ 2@ 3@ (1 3  ) 
P@4.@ They@ believed@ h Ⅰ     (to@ be)@ innocent ， I@ consider@ it@ (to@ be)@ a@ shame   

0 1  @  2  3(1  2)  1  2  3(1)   2 3(1 2) 0 1 2 3 (1 4) 
P@ 5.@ I@ made@ him@ do@ it ・ Let@ me@ go ， Watch@ me@ do@ it ・ I@ heard@ him@ come@ in   

く Ⅰ 1  2  3 0 1@ 2@ 3@ (1@ 4   
P@ 6.@ He@ kept@ me@ waiting ・ I@ found@ him@ working@ at@ his@ desk   

H@ 1 2 3 0 1 2 3 1 2 3 

P@ 7.@ Don ， t@ get@ your@ clothes@ dirty ・ The@ sun@ keeps@ us@ warm ・ Set@ me@ free   

@ 2 3 0 1 2  3 

P・ ， They elected him king ， They named their son Henry ， 

0  H  1 2  3 0   3 2 4 
P・ ， You must get your hair…ut ，   The soldier had two horses《hot under him   

1 2 4  0 Ⅰ 2  4 O   2  4 
P・ Put it here ． Pie took his hat off ， Mr ， Smith showed me to the door   

1 P11 ， H.> 0 Ⅰ I ー Ⅰハリ Ⅰ 1 いビ （ 2l ⅡⅡ 山ひ 一一 十 Ⅰ ） Ⅰ [ く V イ 0  ハ リ ⅢⅡ Ⅱ u. ロ ーⅠ Ⅰ ll Ⅰ 人 山Ⅲ I Ⅱー ノ ハ レ -H Do【ou》hink 0 1 （ ネし 2h 二 ⅠⅠ ） （ ・ 0 十レ Y 1 rain? 1; 

0 ヱ 2.  2  二 (0  h Ⅰ 1 ) 

P12    l told  the  m は n  (that)  he  was  mnistaken   

0  l  T  2  二 (0  H  1  3  「 
  warned you (that) he would be late   

0 2;・ (1 2) 0 H 1 2;・ (1) 
P13.@ I@ wonder@ how@ to@ do@ it ． I@ don ， t@ know@ what@ to@ do   

0 2'  2  ;  (4)  (1  2) 1@ 2 ・ 2 ;(2)@ (1) 
P@14.@ We@ showed@ him@ how@ to@ do@ it ． Please@ tell@ me@ which@ to@ take   

0@ 1 2;@C4]@CO@ h 1  ]  -H  0  1  2; C3KO  1] 
P@   5.@ I@ wonder@ why@ he@ has@ not@ come ・ Do@ you@ know@ who@ he@ is? 

P16   Tell［e『hat（t（s 1 2 ・ 2;[3KO・ ， Ask”im『hore”e｝ut（t 1 2 ， 2・ 1 2] ・ -H Can【ou》ell［e”ow”igh（t（s・ O 1 2 ， 2:ー3] [01) 
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2(1) O 2@ (1@ 2) 
円 7.  ( 月 刊 ease  stop  t モユⅠ んく jng    He  enjoys  playing  tennis   

（ 

（ 

0 1 2(1)  0  1  2  % 
(B)@ He@ began@ talking ， He@ began@ to@ talk   

0 Ⅰ 2  (1) 
(C)@ Your   Ⅵ O 「 k  Ⅱ eedS  CO 「Ⅰ「 eCtIng  ( 二ち 孟笘甘 C0rleCt2d)   

0  1 2 4 0  Ⅰ 2 4;C2HCO@ 1] 
P   8.@ (A)@ I@ gave@ the@ money@ to@ my@ friend ・ They@ told@ the@ news@ to@ everyone@ they@ met   

Ⅰ 2 4 1@ 2@ 4: [2]+CO@ t l) ノ 
(B)@ Thank@ you@ for@ your@ kind@ help ， Add@ this@ to@ what@ you@ already@ have   

-h@ 0@ 1@ 2 ・ 2 -H O 1 2 。 2 

P19.@ (A)@ Have@ they@ paid@ you@ the@ money?@ Will@ you@ lend@ me@ five@ shillings? 

0  Ⅰ 2J 2 0 Ⅰ 2   2 

(B)@ She@ made@ herself@ a@ cup@ of@ tea ， Her@ father@ bought@ her@ a@ new@ dress   

O Ⅰ 2 2 1  2 2 

(C) I envy you your fine garden ・ Forgive us our sins   

0  1 4 0  1  4 

P20.@ We@ walked@ (for)@ five@ miles ， The@ rain@ lasted@ all@ day   

O Ⅰ 3 -HI  0  Ⅰ 4 

IL@ cost@ ten@ shillings ・ Will@ you@ stay@ (for)@ the@ night? 

O  Ⅰ 0  Ⅰ 0  h  Ⅰ 

P21.@ Fire@ burns ， Birds@ fly ・ The@ sun@ was@ shining   

0  Ⅰ 3 0@ h@ 1 3 0  1  3 
P22.@ This@ is@ a@ book ， The@ weather@ has@ become@ warmer ． His@ dream@ came@ true   

Ⅰ 4 0 1 4 P23.@Stand@up ・ The@sun@rises@in@the@east O He『ill…ome‖s《oon‖s H 1 4・ （ 0h 1.1 3 a d y コ 

O  Ⅰ 4 0  1  4 Ⅰ 4 
P24.@ Ho@ called@ on@ me ・ It@ depends@ on@ the@ weather ， Look@ at@ the@ blackboard   

0@ 1@ 4@ (1@ 2)@ 0@ 1@ 4@ (1 
P25.@(A)@ He@came@to@see@me   We《topped》o”ave‖〉est 2)   

    3  ( Ⅰ 2)  0   
(B)@ She@happened@to@no Ⅰ     ce@it   They《eemed］ot》o］otice（t 3 (1 2) ． 

(C) How…an！“et -4 -HO I 3 to〔now  (1  How -4 -d H 田 y 0  。 come  1  to  3  know  (1  hi]m? 2) 

0 1 3 Ⅲ 0 % 3 ( Ⅰ 4  ) 
(D)@ This@ house@ is@ to@ let ， We@ are@ to@ start@ at@ once   
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2  今後の課題 

テーマに「感覚でっかむ」ということを 掲げてきたが ，今までの考察結果を 見る限りにおい 

て 具体性に乏しいように   思われる。 そのことは，検証授業の 二時間だけでは ，充分な具体的 活 

助の場とするには ，無理があ ったことが反省される。 

そのテーマに 近づく方法として ，今後，考察してみたいことを 下記に示しておきたい ， 

@1) 鏡による英語及び 日本語の投影法 ( 主語以外 ) cf. (Mirroc) 

( 彼は ).  5 年間日本に住み 続けている， M  ( 鏡 )  (He)  has  lived  ㎞Ⅰ apan  for  O  years   

づ づづ つ つつ つ づづ つ つ つ M 千田田一一キ 珪 十一キ 臼 

(2) 主語 (-t) 0%11 ( 英語 ) と下山 て 日本語 ) 法 

( 私は，ときどき フ 

  

Lo@ check@ the@ words@ order 

" プ tho@ mountain 
く I sometimes ウ go@ up@ and@ down   山 

） ノ 

英語と日本語との 語順を考察してきたが ，最も重要な 結論として，「日本語と 英語の共通点、 

に主語以外 く 述部 ) は。 全て動詞に向くく 支配される ) と 言える 0 ところが本日遠点として・ 英 

語が ，動詞の後に ，意味・関連の 強 い 順に，目的語や 補語さらに副詞修飾語とそれらを 従える 

のに対しロ本語は 逆に意味・関連の 弱 い 順に ，副詞修飾語さらに 目的語や補語とそれらが 動 

詞を導き出す。 」といえる。 それを， ( モ ・ づ ) で表示すると・ 英語 : (V 午 0 ， C 臼 M) であ 

り，日本語 ; (M-0. C づ Ⅴ ) と表せる。 ( 英語の姉の先端が 前置詞等であ り・日本語の づ の 

末端が格助詞であ るつまた・述部において 動 百司が最も重要であ る。 とすれば英語は・ ( 重ノ軽 ) 

で，口才 ぐ 語は・ ( 軽く重 ) とい える。 
  

ノ 

以上述べてきた 事柄を。 授業の場面でどういう 方法で生徒に 気付かせ，自ら 思考 し ・興味を 

持って取り組ませたらよいか。 また音声組織になじませる 学習指導との 有機的な活動場面をど 

う設 ・足していくか。 さらに数字表記による 指導法の生徒にもたらす 弊害はないか。 又 どの時期 

からその指導法を 用いたら効果的か。 中学での学習を 高校での学習の 基礎として捉えたとき ， 

その指導の方向性をど う 位置付けるか。 等 いろいろな課題があ り・今後の授業実践を 通しての 

分析と工夫が 必要とされる。 

く 主な参考文献・ 引用・資料 茅 

「標準総合英語」 堀口俊一 也 2 名 桐原書店 

「英語の発     埋 ・ロ本語の発想」 外山 滋 比 吉 日本放送出版協会 

  - コミュニケーションを 日す旨した英語の 指導と言平価」 文部省 

- 準 動詞 ( 動名詞・不定詞・ 分詞 ) スビード征服」 尾崎哲夫 明日香出版社 

「英語教師の 文法指導研究」 小寺茂明 他 2 名 三省堂 

r Ⅰ   4   MATIC@ AND@ SYNTACTIC@ ENGLISH@ DICTIONATYJ 開拓 社 

cf; I t ト巨 nk  V Ⅱ r. Van  Dyke  DaIe. AET  for  helpinlg  me  with  the  report   

一 -20  - 一 
180 


